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期待を胸に
大阪府の中央に位置する八尾市は、私が赴任したのと

同じ 2023 年に、初めて JET プログラムに参加しました。
第 1 期生になるということで、私は楽しみな反面、少し
プレッシャーも感じていました。配属された学校で良い
第一印象を与え、地域社会における JET の ALT の存在
を確立するために、貢献をしなければと感じていたから
です。

しかし 1 年目の取り組みは失敗に終わったように思え
ました。休み時間用のオリジナルボードゲームを作って
も、イングリッシュルームに来る子どもはあまりいませ
んでした。給食の時間にオリジナルの読み聞かせ動画を
放送しようとしたこともありましたが、給食時間は短く、
難しいとのことでした。私に貢献できる機会が巡ってき
たのは、担任の先生方とのチームティーチングを学んだ
時でした。

児童による絵本制作
私は担任の先生方と小学 3 年生の授業を担当すること

になりました。このアイデアを提案した時、どれほど緊
張したか今でも覚えています。外国語の授業を受けたこ
とのない 3 年生が、オリジナルの英語絵本を作るなんて
難しすぎるように思えました。しかし先生方はこのアイ
デアに賛成してくれ、私の英語の指示が難しすぎる時に
は丁寧に補足説明をし、授業後には励ましてくれました。
新しい挑戦は不安でしたが、より良い活動になるよう話
し合い、授業に一緒に取り組むことでプロジェクトを成
功させることができました。3 年生は英語でオリジナル
の絵本を完成させたのです。最初の戸惑いを乗り越え、
互いにアイデアを出し合い、心から楽しんでいる児童の
姿を見るのは素晴らしいことでした。

新たな挑戦と創意工夫が紡ぐコミュニティー

Mariquit D. Camba（マリキ・カンバ）
大阪府八尾市教育委員会外国語指導助手

教育委員会のメンバーと八尾市の第 1 期 JET 参加者たち
8 冊のオリジナル英語絵本のうちの 1 冊と、それを作成し
た小学３年生の児童たち
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八尾国際文化フェスティバル
次の貢献の機会は、八尾市の特徴に気づいた時に訪れ

ました。25 万人以上が暮らすこの市には、外国籍や外
国にルーツを持つ人も多く生活しています。人々が多く
の異なる文化を知る場を作りたいと思いましたが、JET
参加者主催の大規模イベントは八尾市では前例がなく、
私にとってこの取り組みは手に余るものでした。そこで
仲間の ALT に声をかけ、共に第 1 回「八尾インターナショ
ナルデー」をデザインしました。市の国際交流センター、
市教育委員会、各国の駐日大使館の協力を得てプログラ
ムは大成功でした。フェスティバルでは、地域の人々が
私たちの母国やルーツのゲーム、工作、文化を展示する
ブースで JET 参加者と交流しました。さまざまな年齢の
人々が異なる言語や文化に興味を持ち、ワクワクしなが
ら話す姿を見るのは非常にやりがいがありました。

八尾国際交流フェスティバルのフィリピンブースにて。JET
や YIC のボランティアの皆さんと

英語パフォーマンスデー
最後に、私は JTE（日本人英語教員）の先生の専門知識

と情熱に刺激を受けました。授業は常にスムーズで、彼女
は英語の授業だけでなく他の学校行事でも、私が関わる機
会をたくさん与えてくれました。このような関係性があっ
たからこそ、私は「英語パフォーマンスデー」を提案する
勇気をもらいました。前例のない高い壁に思えましたが、
JTE（日本人英語指導助手）である谷川先生と私は音楽会
や卒業式などについて考えました。通常の授業を妨げず、
文部科学省のカリキュラムと目標をどう組み込むかを慎重
に計画しました。結果としてプログラムは大成功！クラス

の児童たちが全校児童の前で一緒に英語の詩を暗唱し、英
語の歌を歌いました。児童たちがお互いの発表に驚き、感
動する姿を見るのは心温まるものでした。

English Performance Day を終え、 谷川先生・刑部小学校
の校長・教頭先生、八尾市教育委員会の皆さんと共に

コミュニティーの力
私は当初、何かを成し遂げるという大きな野心を持っ

て来日しましたが、不可能なことを可能にするのは、協
力、交流、統一された目標、信頼関係なのだと気付きま
した。同僚の先生方は協力的で、校長先生と教頭先生は
私をいつも信頼してくれました。JET の仲間とは、共に
一生懸命努力しました。

言語や文化を結びつけながらも、その壁を越え、志を
共にするコミュニティーを築き上げていくこと。それこ
そが、JET プログラムの本質なのだと私は思います。

プロフィール
Mariquit D. Camba

（マリキ・カンバ）
フィリピン出身。フィリピン大学
特別支援教育専攻を最優秀成績で
卒業後、「21 世紀型学習」を専門
とするカリキュラム・指導法の修

士号を取得。同国の公立校で 4 年間教師として勤務し
た後、母国で最高の教育プログラムを開発することを目
指し、世界中の教育システムから学ぶ第一歩として日本
の JET プログラムに参加した。直近では、全国語学教
育学会（JALT）の PanSIG カンファレンスにて English 
Performance Day に基づく研究発表をした。イノベー
ションを通じたコミュニティー構築に、今も情熱を持ち
続けている。


